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受性と変形条件  (ひずみ速度、変形温度 ) の関係を定量的に評価するとともに、種々の
変形条件における水素脆性破壊挙動と材料組織や水素集積挙動の関係を、水素マイク









京都大学 博士（工学） 氏名  桃谷 裕二 
学的特徴を SEM / EBSD 法により精密に解析し、平滑な粒界破面は旧オーステナイト粒
界での粒界破壊に対応しているが、筋状模様を伴う粒界破面は、典型的な粒界破壊と
は異なり、旧オーステナイト粒界近傍の  {011} 面に沿った擬へき開破壊に対応してい
ることを明らかにしている。  
 
 第３章では、室温引張変形中の局所水素分布を水素マイクロプリント法および SEM / 
EBSD 法により解析し、第２章で確認された水素脆化感受性のひずみ速度依存性を水素
集積挙動の観点から考察している。変形を負荷しない場合および高ひずみ速度  ( ε  = 
8.3 × 10-1 s-1) での引張変形を施した場合、水素は試料中に比較的ランダムに分布して








 第４章では、変形温度を系統的に変化させた低ひずみ速度引張試験  (変形温度範
囲：-100 °C ~ 100 °C) を行い、変形温度と水素脆化感受性の相関を調べている。-100 °C
から室温までの低温度域では変形温度の上昇に伴って水素脆化感受性が増大するが、








の初期転位密度  (ρ = 3.8 × 1014 m-2 ~ 1.1 × 1015 m-2) を有するラスマルテンサイト組織
を作製し、引張変形中の水素集積挙動と転位運動の相関を水素マイクロプリント法お








 第６章は総括であり、本研究で得られた結果を要約している。  
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界破壊に対応し、筋状模様を伴う粒界破面は、旧オーステナイト粒界近傍の  {011} 
面に沿った擬へき開破壊に対応していることを明確に示した。  
２．引張変形時の材料中の局所水素分布を水素マイクロプリント法により可視化
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